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誕
生
し
た
。
最
終
的
に
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
「
銀
行

法
」
に
よ
り
存
続
は
不
可
能
に
な
る
が
、
明
治
・
大
正
期
に
は

地
域
の
産
業
や
家
業
へ
の
資
金
融
通
な
ど
の
目
的
で
設
立
さ
れ

た
零
細
な
銀
行
が
多
数
活
動
し
て
い
た
。

　

奥
多
摩
の
山
間
部
で
銀
行
は
ど
の
よ
う
に
設
立
さ
れ
、
経
営

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
氷
川
銀
行
・
小
丹
波
銀
行
は
、
い

ず
れ
も
資
本
金
五
万
円
で
設
立
さ
れ
、
店
舗
は
本
店
の
み
で
営

業
範
囲
は
概
ね
村
内
に
と
ど
ま
る
零
細
な
銀
行
で
あ
っ
た
。
後

述
す
る
よ
う
に
小
丹
波
銀
行
は
設
立
か
ら
六
年
ほ
ど
で
買
収
さ

れ
、
短
命
に
終
わ
っ
た
。
一
方
、
氷
川
銀
行
は
、
一
九
二
七
年

の
武
陽
銀
行
へ
の
大
合
同
ま
で
約
三
〇
年
間
存
続
し
、
小
丹
波

銀
行
の
買
収
以
降
は
、
青
梅
以
西
の
唯
一
の
銀
行
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。

　

氷
川
銀
行
に
つ
い
て
は
、奥
多
摩
町
誌
編
纂
委
員
会
編
纂（
一 

25

多摩の
金融史

は
じ
め
に

　

一
九
〇
〇
年
前
後
、
現
在
の
奥
多
摩
町
域
に
氷
川
銀
行
・
小こ

丹た

波ば

銀
行
と
い
う
二
つ
の
銀
行
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
「
多
摩
の
金
融
史
」
の
連
載
の
中
で
も
紹
介
し
た
よ
う

に
、
銀
行
設
立
ブ
ー
ム
の
な
か
、
南
多
摩
郡
の
八
王
子
、
西
多

摩
郡
の
青
梅
周
辺
に
多
数
の
銀
行
が
設
立
さ
れ
、一
九
〇
一（
明

治
三
四
）
年
に
は
二
三
行
を
数
え
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
銀
行

設
立
に
は
地
域
の
資
産
家
た
ち
が
株
主
・
役
員
と
し
て
関
与
し

て
い
た（
早
川
大
介（
二
〇
一
七
）・（
二
〇
二
二
））。「
銀
行
条
例
」

に
は
最
低
資
本
金
制
限
が
な
く
、
一
九
〇
一
年
の
金
融
恐
慌
後

に
抑
制
方
針
が
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
比
較
的
容
易
に
銀
行
の
設

立
が
認
可
さ
れ
て
お
り
、
日
清
戦
後
の
銀
行
設
立
ブ
ー
ム
に
よ

り
全
国
各
地
に
一
〇
〇
〇
行
を
超
え
る
銀
行
が
ご
く
短
期
間
に

早
川
　
大
介

明
治
・
大
正
期
の
奥
多
摩
の
零
細
銀
行

　
─
氷
川
銀
行
・
小
丹
波
銀
行
を
事
例
に
─
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〇
（
昭
和
一
五
）
年
二
月
に
町
制
施
行
、戦
後
、一
九
五
五
（
昭

和
三
〇
）
年
四
月
、
古
里
村
・
小
河
内
村
と
と
も
に
合
併
し
、

奥
多
摩
町
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
明
治
末
期
か
ら
大
正

期
の
人
口
は
約
三
千
～
四
千
人
で
あ
り
、
田
畑
は
少
な
く
、
土

地
の
大
半
は
山
林
で
植
林
、
木
炭
製
造
、
柳
箸
製
造
な
ど
林
業

関
連
の
産
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
中
心
の
大
字
氷
川
は
、
近
隣

村
の
物
品
の
集
散
地
で
あ
り
商
業
も
発
展
し
て
い
た
。
青
梅
鉄

道
（
現
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
）
の
立
川
・
青
梅
間
の
開
通
は
一
八
九
四

（
明
治
二
七
）
年
の
こ
と
だ
が
、
青
梅
以
西
へ
の
延
伸
は
難
航

し
、
御
嶽
か
ら
氷
川
（
現
奥
多
摩
）
ま
で
延
伸
さ
れ
た
の
は
一 

九
四
四
年
で
あ
っ
た
（
以
下
、
地
域
情
報
に
関
し
て
特
に
注
記

が
な
い
場
合
、
奥
多
摩
町
誌
編
纂
委
員
会
編
纂
（
一
九
八
五
）

に
よ
る
。
本
稿
に
関
わ
る
位
置
関
係
は
図
１
を
参
照
）。

　

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
三
月
、
氷
川
村
で
銀
行
設
立
の

発
起
申
請
が
行
わ
れ
た
（
以
下
、
特
に
注
記
が
な
い
場
合
は
氷

川
銀
行
「
設
立
願
書
進
達
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
に
よ

る
）。
青
梅
や
五
日
市
で
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、

氷
川
村
で
も
銀
行
設
立
の
機
運
が
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

発
起
人
は
木
村
源
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
氷
川
村
及
び
隣
村
の

古
里
村
の
有
力
者
七
名
で
あ
っ
た
（
表
1
）。
木
村
源
兵
衛
（
氷

九
八
五
）
に
若
干
の
紹
介
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
幾
多

の
変
遷
が
あ
り
、
店
舗
を
継
承
し
た
埼
玉
銀
行
に
よ
る
埼
玉
銀

行
史
編
集
委
員
会
編
（
一
九
六
八
）
の
中
で
店
舗
の
沿
革
が
簡

単
に
示
さ
れ
て
い
る
に
止
ま
る
。
ま
た
、
小
丹
波
銀
行
に
つ
い

て
は
、
ご
く
短
期
間
の
営
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
管
見
の

限
り
で
は
沿
革
に
つ
い
て
記
し
た
文
献
や
研
究
は
存
在
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
連
載
の
な
か
で
関
説
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る
（
前
掲
早
川
（
二
〇
一
七
）・
小
島
庸
平
（
二
〇
一
七
））。

　

以
下
で
は
、
東
京
都
公
文
書
館
・
埼
玉
県
立
文
書
館
等
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
営
業
報
告
書
・
設
立
関
係
史
料
、
そ
し
て
氷
川

銀
行
頭
取
を
つ
と
め
た
木
村
源
兵
衛
（
二
代
目
）
の
口
述
記
録

（
一
九
六
四
年
八
月
に
実
施
さ
れ
た
埼
玉
銀
行
調
査
課
（
一
九 

六
四
）、
頻
出
す
る
の
で
以
下
で
は
『
語
る
』
と
略
記
す
る
）

な
ど
を
用
い
て
氷
川
銀
行
・
小
丹
波
銀
行
の
設
立
か
ら
終
焉
ま

で
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

氷
川
銀
行
の
設
立

　

西
多
摩
郡
氷
川
村
は
、
町
村
制
施
行
に
伴
い
一
八
八
九
（
明

治
二
二
）
年
に
成
立
し
た
。
当
初
は
神
奈
川
県
に
所
属
し
一
八 

九
三
（
明
治
二
六
）
年
四
月
に
東
京
府
に
編
入
さ
れ
、
一
九
四 
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（『
語
る
』
六
頁
）。

　

設
立
理
由
と
し
て
、
①

道
路
開
鑿
の
進
展
に
伴
っ

て
貨
物
が
増
加
し
た
こ
と
、

②
養
蚕
・
植
樹
等
の
発
展

が
見
ら
れ
た
こ
と
、
③
近

隣
に
金
融
機
関
が
皆
無
で

あ
り
、
遠
隔
地
ゆ
え
貸
金

業
者
か
ら
の
融
通
も
困
難

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
発
起
申
請
は
認

め
ら
れ
、
西
多
摩
郡
・
東

京
府
を
介
し
て
大
蔵
省
と

や
り
取
り
を
し
、
一
八
九 

八
年
九
月
一
〇
日
、
氷
川

銀
行
の
設
立
が
認
可
さ
れ

た
。
資
本
金
は
五
万
円（
一

株
二
〇
円
、二
五
〇
〇
株
）

で
あ
り
、
木
村
源
兵
衛
が
一
割
に
相
当
す
る
二
五
〇
株
を
、
奥

平
周
作
が
一
〇
〇
株
、
そ
の
他
発
起
人
が
五
〇
株
ず
つ
引
き
受

川
村
氷
川
）
は
、
東
京
府

最
大
の
山
林
地
主
で
あ
り
、

「
和
泉
屋
」
の
屋
号
で
質

屋
や
酒
造
、
物
品
販
売
業

な
ど
を
広
く
営
ん
で
い
た
。

氷
川
郵
便
局
を
設
立
し
、

後
に
局
長
を
つ
と
め
、
神

奈
川
県
会
議
員
、
東
京
府

会
議
員
を
歴
任
し
、
こ
の

時
点
で
は
氷
川
村
長
を
つ

と
め
て
い
た
（『
語
る
』

一
頁
、
福
本
和
夫
（
一
九 

五
四
）、
奥
多
摩
町
誌
編

纂
委
員
会
編
纂
（
一
九
八 

五
））。
な
お
、
銀
行
設
立

に
つ
い
て
は
、
木
村
源
兵

衛
が
小
澤
太
平
と
相
談
し

た
経
緯
も
あ
り
、
青
梅
銀

行
と
親
子
銀
行
の
よ
う
な

関
係
で
あ
っ
た
と
い
う

氏名 住所 資産（円） 地租納額 株数 職業

木村源兵衛 氷川村氷川 200,000 75円 250 酒造・物品販売業

奥平周作 氷川村境 20,000 10銭 100 農業

清水柳三 氷川村氷川 50,000 11円50銭 50 氷川郵便局長

清水竹次郎 氷川村海沢 20,000 1円16銭 50 農業

木村文吉 氷川村氷川 20,000 1円16銭 50 物品販売業

大澤大助 古里村白丸 15,000 8円46銭 50 農業・材木営業・土木請負業

石田大助 氷川村氷川 10,000 3円97銭 50 物品販売業

出所：�「設立願書進達　氷川銀行」『文書類纂　明治三十一年（第一種　農工商　普通銀行　第
二巻）』（東京都公文書館蔵）

表 1　氷川銀行発起人

図 1　青梅以西の位置関係（元図『東京府全図』大正10年、たましん地域文化財団蔵）
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け
た
。
株
主
の
住
所

が
判
明
す
る
一
九
〇 

〇
年
末
の
株
主
名
簿

に
よ
れ
ば
、
株
主
数

は
一
三
六
名
で
あ
り
、

氷
川
村
の
株
主
の
所

有
す
る
株
式
は
全
体

の
四
割
位
程
度
で
あ

り
、
青
梅
、
三
田
、

古
里
な
ど
近
隣
町
村

の
株
主
も
多
か
っ
た
。

額
面
を
一
株
二
〇
円

と
し
た
が
、
氷
川
村

の
み
で
全
額
募
集
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
（
表
2
）。

　

創
業
総
会
で
、
役
員
の
陣
容
が
決
ま
り
、
筆
頭
株
主
の
木
村

源
兵
衛
が
頭
取
に
就
任
し
た
（
表
3
）。
や
や
時
期
が
下
る
が

一
九
二
〇
年
頃
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
木
村
源
兵
衛
家
（
地
図
中

の
「
和
泉
ヤ
」）
の
隣
に
氷
川
郵
便
局
、
道
路
を
挟
ん
で
向
か

い
に
氷
川
銀
行
の
店
舗
が
確
認
で
き
る
（
図
2
）。

図 2　木村源兵衛家周辺図
（元図『氷川案内記』大正 9年、たましん地
域文化財団蔵）

株主数 株数 主な株主（持株数）

西　

多　

摩　

郡

氷川村 45 1009 木村源兵衛（355）

青梅町 23 485 桑田濱次郎（50）

三田村 17 325 小澤太平（50）

古里村 23 270 大澤大助（50）

吉野村 7 180 和田守太郎（50）

小河内村 9 44 河村常右衛門（10）

霞村 4 32 五十嵐繁蔵（10）

郡　

外

山梨県北都留郡
丹波山村 2 80 酒井賢佐（50）

南多摩郡八王子
町 2 30 城所嘉助（20）

北多摩郡郷地村 1 20 岩﨑清八（20）

南多摩郡由井村 1 10 栗原勘十郎（10）

栃木県下都賀郡
岩舟村 1 10 町田菊治（10）

東京市赤坂区 1 5 中村温男（5）

合計 136 2500

出所：氷川銀行「第 5期営業報告書」（東京都公文書館蔵）

表 2　氷川銀行株主構成（1900年末）

氏名 住所 1900年 1909年 1919年 1926年
●木村源兵衛 氷川村 頭取 頭取
木村源兵衛（雄三） 氷川村 頭取 頭取
小峰正三 氷川村 専務 常務
●奥平周作 氷川村 取締役 取締役 取締役 取締役
小澤太平 三田村 取締役 取締役 取締役 取締役
●石田大助 氷川村 取締役
●木村文吉 氷川村 取締役 監査役
●清水竹次郎 氷川村 監査役 監査役
●大澤大助 古里村 監査役 監査役 監査役
天野幸三 三田村 監査役 監査役
出所：氷川銀行「営業報告書」各期・『日本全国諸会社役員録』各版
注：●発起人

表 3　氷川銀行役員
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二　

明
治
期
の
氷
川
銀
行

　

続
い
て
、
開
業
か
ら
明
治
末
年
ま
で
の
氷
川
銀
行
の
経
営
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
表
4
）。
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の 

は
、
資
金
源
泉
は
、
預
金
で
は
な
く
自
己
資
本
（
＝
資
本
金
＋

積
立
金
）
が
中
心
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
金
は
一
九
〇
〇

（
明
治
三
三
）
年
に
全
額
払
込
（
五
万
円
）
と
な
り
、
利
益
金

の
一
部
を
毎
期
積
立
金
と
し
、
自
己
資
本
は
漸
増
し
て
い
っ
た
。

　

資
本
金
の
内
容
に
注
目
し
よ
う
。
株
主
数
は
開
業
時
の
一
六 

三
名
か
ら
一
九
一
〇
年
に
は
約
半
分
の
八
二
名
に
減
少
し
て
い

る
。
設
立
時
の
零
細
株
主
が
短
期
間
で
株
式
を
手
放
し
、
そ
の

後
、
一
九
〇
一
年
、
一
九
〇
七
年
恐
慌
を
挟
ん
で
五
株
以
下
の

零
細
株
主
が
減
少
し
、
木
村
源
兵
衛
へ
株
式
の
集
中
が
進
展
し

て
い
る
（
表
５
）。

　

預
金
は
、
一
九
〇
五
年
ま
で
は
一
万
円
以
下
で
あ
り
、
一
九 

一
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
二
万
円
台
に
到
達
し
た
。
営
業

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
預
金
の
内
訳
を
み
る
と
定
期
預
金
は
ご
く

僅
か
で
あ
り
、
当
座
預
金
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
年
よ

り
、
東
京
府
林
業
事
務
所
（
一
九
〇
一
年
設
置
、
水
源
林
の
管

理
目
的
）
の
公
金
取
扱
を
開
始
し
た
。
な
お
、
氷
川
銀
行
の
預

年末 資本金 積立金b 諸預金c d=a+b+c 諸貸付金e e/d 有価証券 預ケ金 現金 当期
純益金 配当

うち払込a

1899年 50,000 25,000 250 6,089 31,339 31,546 100.7% ─ ─ 2,617 1,955 8%

1901年 50,000 50,000 3,800 4,425 58,225 58,531 100.5% 216 ─ 3,367 3,711 9%

1903年 50,000 50,000 7,000 4,404 61,404 51,494 83.9% 196 9,500 3,584 3,806 10%

1905年 50,000 50,000 9,800 8,071 67,871 57,915 85.3% 486 7,000 4,014 5,236 10%

1907年 50,000 50,000 13,200 16,521 79,721 68,375 85.8% 466 10,000 4,394 6,452 10%

1909年 50,000 50,000 17,600 13,291 80,891 70,249 86.8% 449 11,000 3,162 7,501 10%

1911年 50,000 50,000 22,900 22,905 95,805 87,097 90.9% 1,117 7,000 6,615 7,666 10%

1913年 50,000 50,000 28,000 22,612 100,612 98,877 98.3% 1,067 2,000 4,344 7,531 10%

1915年 50,000 50,000 33,200 27,513 110,713 110,600 99.9% 997 4,000 3,712 8,471 10%

1917年 50,000 50,000 39,200 64,518 153,718 122,270 79.5% 7,747 19,034 10,869 7,947 10%

1919年 50,000 50,000 44,600 87,581 182,181 151,461 83.1% 17,457 3,203 12,346 7,492 10%

1921年※ 50,000 50,000 48,100 93,046 191,146 168,057 87.9% 11,948 5,086 12,638 9,809 15%

1923年 150,000 75,000 54,400 169,636 299,036 278,674 93.2% 6,082 19,916 14,336 16,152 20%

1925年 150,000 100,000 63,900 158,172 322,072 343,783 106.7% 5,381 394 15,228 20,712 12%

出所：氷川銀行「営業報告書」各期・「決算公告」各期
注：1921年は上期

表 4　氷川銀行主要勘定 単位：円
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金
吸
収
が
緩
慢
で
あ

っ
た
理
由
と
し
て
、

氷
川
の
林
業
関
係
者

は
、
銀
行
に
定
期
預

金
す
る
よ
り
も
、
山

林
が
資
産
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
山
を

売
っ
て
い
た
と
い
う

（『
語
る
』
六
頁
）。

　

一
方
、
資
金
運
用

の
中
心
は
貸
付
金
で

あ
っ
た
。
借
入
金
に

は
依
存
せ
ず
、
運
用
可
能
資
金
（
＝
自
己
資
本
＋
預
金
）
の
範

囲
で
貸
付
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
九
〇
五
年

末
の
貸
付
金
の
内
訳
は
、
四
六
％
が
当
座
貸
越
、
手
形
割
引
が

四
〇
％
を
占
め
て
い
た（
氷
川
銀
行『
第
十
五
期
営
業
報
告
書
』）。

貸
付
先
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
木
村
源
兵
衛
（
二

代
目
）
は
、「（
貸
付
対
象
は
）
材
木
業
者
で
す
ね
。
そ
れ
と
短

期
間
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
生
糸
で
す
ね
。
…
中
略
…
（
貸

出
は
）
そ
れ
程
、
長
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
製
材
し
ま
せ
ん
か

ら
。
こ
こ
の
材
木
屋
は
仲
買
み
た
い
な
も
の
で
、丸
太
で
買
い
、

丸
太
で
売
り
込
む
。
現
金
か
あ
る
い
は
2
回
払
い
く
ら
い
で
売

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
割
合
い
回
収
は
早
い
で
す
。
ま
あ
半
年
か

ら
1
年
で
す
ね
」
と
述
懐
し
て
い
る
（『
語
る
』
九
～
一
一
頁
）。

材
木
や
生
糸
の
仲
買
や
雑
貨
・
炭
の
商
人
に
は
当
座
貸
越
で
融

資
さ
れ
、
担
保
は
不
動
産
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

預
金
の
漸
増
に
伴
い
、
他
行
へ
預
ヶ
金
（
お
そ
ら
く
青
梅
銀

行
）
や
有
価
証
券
（
日
本
勧
業
銀
行
債
券
）
も
若
干
所
有
し
た
。

支
払
準
備
の
現
金
も
預
金
額
に
比
し
て
多
か
っ
た
が
、
い
ず
れ

も
資
金
需
要
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
氷
川
銀
行
は
、
規
模
は
小
さ
か
っ
た
が
、
運

用
可
能
資
金
は
自
己
資
本
中
心
で
あ
り
、
預
金
の
利
払
い
も
少

な
か
っ
た
た
め
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。
さ

ら
に
本
店
の
み
で
人
件
費
や
営
業
費
も
少
額
だ
っ
た
た
め
、
利

益
金
は
順
調
に
計
上
さ
れ
た
。
対
総
資
産
利
益
率
（
＝
当
期
純

益
金
／
総
資
産
）
は
、
一
九
〇
一
年
は
六
・
〇
％
、
一
九
〇
五

年
は
七
・
一
％
、
一
九
一
一
年
は
七
・
三
％
で
あ
っ
た
。
一
九 

〇
五
年
以
降
は
年
率
一
〇
％
の
配
当
が
行
わ
れ
て
い
る
。

年末 株主数
（人）

主要株主（所有株数）
うち5株

以下 木村源兵衛 奥平周作 桑田濱次郎

1898年 163 63 250 75 50
1900年 136 47 355 75 50
1905年 97 26 580 97 50
1910年 82 27 775 107 150
1915年 76 26 835 113 150
1920年 73 25 985 113 150
1923年※ 73 26 985 115 150
出所：氷川銀行「営業報告書」各期
注：※1923年上期末

表 5　氷川銀行株主数・主要株主
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三　

小
丹
波
銀
行
の
設
立
と
買
収

　

氷
川
村
に
隣
接
す
る
古
里
村
で
も
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）

年
に
銀
行
設
立
の
動
き
が
お
こ
っ
た
。
古
里
村
も
氷
川
村
と
同

様
に
山
間
部
に
位
置
し
、
田
畑
は
少
な
く
山
林
中
心
で
林
業
関

係
や
養
蚕
な
ど
が
主
要
な
産
業
で
あ
っ
た
。
経
緯
は
不
明
で
あ

る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
氷
川
銀
行
の
関
係
者
や
青
梅
の
銀
行

関
係
者
が
多
く
株
主
と
し
て
関
与
し
て
お
り
、
隣
村
で
の
銀
行

設
立
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

小
丹
波
銀
行
は
、
一
九
〇
〇
年
一
二
月
二
四
日
、
古
里
村
小

丹
波
に
設
立
さ
れ
た
。
公
称
資
本
金
は
五
万
円
（
一
株
五
〇
円
、

千
株
）
で
あ
り
、
払
込
資
本
金
は
、「
商
法
」
で
定
め
ら
れ
た

最
低
基
準
（
株
金
の
四
分
の
一
）
に
相
当
す
る
一
万
二
五
〇
〇

円
で
あ
っ
た
。
筆
頭
株
主
（
一
三
〇
株
）
で
専
務
取
締
役
（
の

ち
頭
取
）
は
原
島
甚
三
郎
で
あ
り
、
こ
の
時
は
古
里
村
長
を
務

め
て
い
た
（
表
6
）。

　

一
九
〇
四
年
の
株
主
名
簿
に
よ
れ
ば
、
株
主
数
は
四
三
名
で

古
里
村
の
株
主
が
全
体
の
四
分
の
三
超
を
所
有
し
、
残
り
は
近

隣
町
村
の
株
主
で
あ
っ
た
。
小
澤
太
平
や
木
村
源
兵
衛
な
ど
、

氷
川
銀
行
を
は
じ
め
近
隣
の
銀
行
関
係
者
の
名
前
も
散
見
さ
れ

氏名 住所
1901年末 1904年上期末 1906年末

備考
役職 持株数 役職 持株数 役職 持株数

原島甚三郎 西多摩郡古里村 専務取締役 130 頭取 130 頭取 130 古里村長

福島文長 西多摩郡古里村 取締役 120 取締役 120 取締役 120

清水恵太郎 西多摩郡古里村 取締役 100 取締役 100 取締役 100 地主

和田守太郎 西多摩郡吉野村 取締役 30 農兼商

島田六助 西多摩郡西多摩村 取締役 30 取締役 五日市銀行取締役

澤本宇兵衛 西多摩郡古里村 50 取締役 50 取締役 100 農兼商

原島平九郎 西多摩郡古里村 監査役 15 材木販売・蚕業・村会議員

小林幸平 西多摩郡古里村 50 監査役 50 監査役

大澤大助 西多摩郡古里村 監査役 監査役 30 監査役 農業・材木営業・土木請負業

出所：東京興信所『銀行会社要録』各版、小丹波銀行「第七期営業報告書」
注：1901年・1906年の株数は判明した分のみ掲載した。

表 6　小丹波銀行役員・主要株主
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る
（
表
7
）。
氷
川
銀
行
よ
り
も
株
式
の
額
面
を
大
き
く

し
た
の
は
、
広
く
募
集
す
る
の
で
は
な
く
株
式
を
村
内
の

有
力
者
に
集
中
さ
せ
る
意
図
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
小
丹
波
銀
行
の
経
営
を
み
よ
う
（
表
8
）。
資

金
源
泉
の
中
心
は
、
氷
川
銀
行
と
同
じ
く
預
金
で
は
な
く

自
己
資
本
で
あ
っ
た
。
株
式
の
追
加
払
込
は
行
わ
れ
ず
、

払
込
資
本
金
は
一
万
二
五
〇
〇
円
の
ま
ま
推
移
し
た
。
預

金
は
極
め
て
少
な
く
、
一
九
〇
五
年
ま
で
は
一
〇
〇
円
以

下
で
あ
っ
た
。
一
方
、
自
己
資
本
と
預
金
を
超
え
る
分
の

貸
付
を
行
っ
て
お
り
、
貸
付
先
は
お
そ
ら
く
古
里
村
内
の

材
木
業
者
や
生
糸
関
係
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

運
用
可
能
資
金
（
＝
自
己
資
本
＋
預
金
）
と
貸
付
金
の

差
額
は
、
多
額
の
借
入
金
で
充
当
し
て
い
た
。
借
入
先
な

ど
は
不
明
で
あ
る
。
利
益
金
は
毎
期
計
上
さ
れ
た
が
、
対

総
資
産
利
益
率
は
、
一
九
〇
一
年
は
一
・
七
％
、
一
九
〇 

三
年
は
二
・
一
％
、
一
九
〇
五
年
は
一
・
七
％
と
氷
川
銀

行
に
比
べ
て
資
金
コ
ス
ト
高
に
起
因
し
て
低
率
で
あ
っ
た
。

毎
期
年
率
一
〇
％
程
度
の
配
当
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
株

式
の
払
込
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
配
当
総
額
と
し
て

は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
。

住所 株主数 株数 主な株主（持株数）

西
多
摩
郡

古里村 22 760 原島甚三郎（130）・福島文長（100）
三田村 9 75 北島喜代吉（20）小澤太平（15）
氷川村 7 55 木村源兵衛・木村文吉・石田大助・奥平周作（各10）
吉野村 2 40 和田守太郎（30）
西多摩村 1 30 島田六助（30）

郡
外

南多摩郡八王子町 1 30 田野蔵常藏（30）
埼玉県入間郡金子村 1 10 市村高彦（10）

合計 43 1000
出所：小丹波銀行「第七期営業報告書」

表 7　小丹波銀行株主分布（1904年上期）

年末 資本金 積立金b 諸預金c d=a+b+c 借入金 諸貸付金e e/d 利益金 配当率
（年率）うち払込a

1901年 50,000 12,500 60 92 12,652 6,880 20,004 158% 989 9%
1902年 50,000 12,500 450 71 13,021 4,580 18,026 138% 1,095 9%
1903年 50,000 12,500 900 81 13,481 8,413 17,693 131% 1,218 10%
1904年 50,000 12,500 1,400 56 13,956 4,100 18,492 133% 1,108 9%
1905年 50,000 12,500 1,900 32 14,432 4,410 19,576 136% 1,025 10%
1906年 50,000 12,500 2,300 253 15,053 2,502 18,320 122% 1,070 13%
出所：小丹波銀行「決算公告」各期

表 8　小丹波銀行主要勘定 単位：円
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四　

大
正
期
の
氷
川
銀
行

　

続
い
て
大
正
期
の
氷
川
銀
行
の
経
営
を
み
よ
う
（
前
掲
表
3
・

4
）。
こ
の
時
期
に
は
経
営
陣
の
交
代
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一 

九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
は
、
創
業
者
で
初
代
頭
取
で
あ
っ
た

木
村
源
兵
衛
が
亡
く
な
り
、
同
年
息
子
の
雄
三
が
家
督
相
続
し

て
源
兵
衛
（
二
代
目
）
と
な
り
二
代
目
頭
取
に
就
任
し
た
。
ま

た
、
小
学
校
卒
業
後
に
氷
川
銀
行
に
小
使
と
し
て
入
り
、
一
貫

し
て
銀
行
の
実
務
を
支
え
て
き
た
小
峰
正
三
が
専
務
取
締
役
に

就
任
し
た
（『
聞
く
』
五
頁
）。

　

一
九
一
〇
年
代
前
半
、
預
金
額
は
二
万
円
台
を
推
移
し
て
い

た
が
、
一
九
一
七
年
に
は
六
万
円
を
超
え
、
は
じ
め
て
資
本
金

（
五
万
円
）
を
上
回
っ
た
。
特
に
定
期
預
金
、
特
別
当
座
預
金

が
増
加
し
て
お
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
熱
狂
的
な
好
景
気

の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
積
立
金
は
堅
調
に
増
加
し

て
い
る
の
で
、
自
己
資
本
の
総
額
は
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
資

金
源
泉
の
中
で
の
自
己
資
本
の
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
か
っ

た
。
一
九
一
五
年
に
は
株
主
は
七
六
名
と
な
り
、
株
式
の
木
村

源
兵
衛
へ
の
集
中
が
一
層
進
展
し
た
（
前
掲
表
5
）。

　

預
金
の
急
激
な
増
加
に
対
し
て
、
材
木
や
生
糸
関
係
の
資
金

　

小
丹
波
銀
行
は
、
資
金
構
成
か
ら
み
て
銀
行
と
い
う
よ
り
も

貸
金
業
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
少
額
の
自
己
資
本
で
預
金
で
は

な
く
多
額
の
借
入
金
に
依
存
し
続
け
る
の
は
無
理
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
小
丹
波
銀
行
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四 

〇
）
年
九
月
、
神
奈
川
県
橘
樹
郡
川
崎
町
の
材
木
商
（
石
井
商

店
）
で
川
崎
町
長
を
務
め
た
石
井
泰
助
に
買
収
さ
れ
た
（
人
事

興
信
所
『
人
事
興
信
録
（
第
四
版
）』
一
九
一
五
年
）。

　

石
井
は
、
古
里
村
川
井
に
山
林
を
保
有
し
て
お
り
当
地
と
も

縁
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
語
る
』
八
頁
）。
当
時
は
、
先
述
の
よ

う
に
大
蔵
省
通
達
に
よ
り
銀
行
新
設
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ

て
い
た
た
め
、
既
設
の
銀
行
を
買
収
す
る
こ
と
が
最
も
簡
単
な

新
規
参
入
の
方
法
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
石
井
も
自
前
の
銀

行
を
作
る
た
め
に
買
収
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

小
丹
波
銀
行
は
、
川
崎
に
移
転
し
て
川
崎
銀
行
（
公
称
資
本

金
二
〇
万
円
、払
込
八
万
七
五
〇
〇
円
）
と
改
称
し
た
。
な
お
、

移
転
に
際
し
て
旧
小
丹
波
銀
行
本
店
は
、
川
崎
銀
行
古
里
支
店

と
な
っ
た
が
、
一
九
〇
九
年
に
は
廃
止
さ
れ
た
。
最
終
的
に
川

崎
銀
行
も
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
一
六
年
末
で
任
意
解

散
し
た
。
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需
要
は
追
い
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
多
額
の
余
裕
金
が
生
ま

れ
、
預
ヶ
金
や
有
価
証
券
、
現
金
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。
参
考

ま
で
に
、
一
九
一
九
年
上
期
末
の
有
価
証
券
の
内
訳
は
、
国
債

九
五
六
三
円
、
社
債
（
日
本
勧
業
銀
行
・
日
本
興
業
銀
行
・
北

海
道
拓
殖
銀
行
）
七
八
九
四
円
で
あ
っ
た
（
氷
川
銀
行
『
第

四
二
期
営
業
報
告
書
』）。

　

資
金
構
成
の
変
化
は
利
益
率
に
も
影
響
を
与
え
た
。
利
益
金

は
計
上
さ
れ
、
株
主
へ
の
配
当
も
維
持
さ
れ
た
が
、
対
総
資
産

利
益
率
は
一
九
一
三
年
の
六
・
九
％
、
一
九
一
七
年
の
四
・
八

％
、一
九
一
九
年
の
三
・
九
％
へ
と
む
し
ろ
低
下
し
て
い
っ
た
。

預
金
の
増
加
に
伴
い
利
払
い
も
増
加
し
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

だ
け
の
運
用
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
金
融
恐
慌
時
も
ほ
と
ん
ど
影
響

が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「（
預
金
の
取
付
け
は
）
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。
ま
あ
、
資
本
金
ぐ
ら
い
を
、
ど
こ
か
ら
か
み
つ

け
て
く
れ
ば
お
さ
ま
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
く
ら
い
は
青
梅
銀

行
で
み
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
か
ら
ね
。
取
付
け
騒
ぎ
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
よ
」
と
木
村
は
回
想
し
て
い
る
（『
語
る
』
七
頁
）。
預

金
も
堅
調
に
増
加
し
た
が
、
一
九
二
三
年
七
月
に
は
資
本
金
五 

万
円
か
ら
一
五
万
円
増
資
し
自
己
資
本
の
充
実
を
図
っ
た
（
払

込
資
本
金
は
七
万
五
〇
〇
〇
円
）。
一
九
二
三
年
末
の
持
株
数

は
、
木
村
源
兵
衛
一
一
八
二
株
、
桑
田
濱
次
郎
一
八
〇
株
で
あ

っ
た
（
東
京
興
信
所
編
『
銀
行
会
社
要
録
（
二
八
版
）』）。

　

こ
の
よ
う
に
氷
川
銀
行
の
経
営
は
自
己
資
本
に
よ
り
な
が
ら

小
規
模
な
が
ら
堅
実
で
あ
っ
た
。
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一 

九
二
〇
年
恐
慌
後
の
大
蔵
省
の
「
地
方
的
合
同
」
の
方
針
に
よ

り
、
西
多
摩
で
青
梅
銀
行
を
中
心
と
し
た
銀
行
合
同
計
画
が
持

ち
上
が
っ
た
（
早
川
大
介
（
二
〇
二
一
））。
木
村
源
兵
衛
は
、

大
蔵
省
の
勧
奨
で
半
ば
強
制
的
な
合
同
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
（『
語
る
』
一
三
頁
）。
一
九
二
六
年
頃
か
ら
青
梅
・
青
梅
商

業
・
多
摩
・
多
摩
農
業
・
羽
村
・
成
木
・
氷
川
銀
行
の
七
行
の

間
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
に
一
九
二
七
年
二
月
、
七
行

の
合
同
に
よ
る
武
陽
銀
行
が
成
立
し
た
（
資
本
金
五
〇
〇
万

円
）。
合
併
契
約
書
に
よ
れ
ば
、
氷
川
銀
行
の
株
式
の
割
り
当

て
は
、
総
株
数
一
〇
万
株
（
一
株
五
〇
円
）
の
う
ち
、
七
六
〇 

〇
株
（
一
九
万
円
）
で
あ
っ
た
（
武
陽
銀
行
「
合
併
契
約
書
」

埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
）。
木
村
源
兵
衛
は
三
四
八
〇
株
を
一

人
で
引
き
受
け
て
武
陽
銀
行
の
筆
頭
株
主
と
な
り
、
取
締
役
に

就
任
し
た
。
ま
た
、
元
常
務
の
小
峰
正
三
も
武
陽
銀
行
の
庶
務

課
長
と
な
り
、
後
に
監
査
役
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
、
旧
氷
川
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が
ら
存
続
で
き
た
の
は
、
山
間
部
で
競
合
す
る
銀
行
が
な
か
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
木
村
源
兵
衛
の
存
在
が
極
め
て
大
き
い
と

い
え
る
。

　

ま
た
、
営
業
エ
リ
ア
が
分
断
さ
れ
て
い
る
西
多
摩
の
銀
行
間

で
は
、
銀
行
同
士
は
競
合
関
係
に
な
く
、
株
主
が
お
互
い
の
銀

行
に
出
資
を
す
る
関
係
が
確
認
さ
れ
た
。
武
陽
銀
行
の
誕
生
の

前
提
と
な
る
銀
行
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
う
し
た
相
互
の

出
資
の
上
に
成
立
し
た
と
言
え
よ
う
（
前
掲
小
島
（
二
〇
一
七
））。

　

最
後
に
、
筆
者
は
銀
行
の
運
用
可
能
資
金
の
構
成
に
注
目
す

る
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。
全
国
的
な
デ
ー
タ
分
析
と
と
も

に
具
体
的
な
地
域
経
済
の
動
向
や
資
産
家
や
株
主
に
注
目
し
な

が
ら
事
例
を
積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
他
の
多
摩
の
銀
行
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
（
早
川
大

介
・
三
浦
一
輝
・
靎
見
誠
良
（
二
〇
二
〇
））。
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追
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